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会
だ
よ
り
　
秀
峰
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意 

見 

書

政
府
に
よ
る
米
価
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　
　
　

　

三
谷
幸
一
郎

　

平
成
26
年
産
米
価
格
は
、
Ｊ
Ａ
概
算
金

が
最
低
水
準
に
な
っ
た
の
に
加
え
、
平
成

26
年
11
月
の
相
対
価
格
が
１
１
，
２
６
１

円
と
、
前
月
を
更
に
下
回
る
異
常
な
価
格

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

労
賃
は
も
と
よ
り
、
物
材
費
さ
え
確
保

で
き
な
い
価
格
で
は
、
ど
ん
な
経
営
努
力

を
講
じ
て
も
経
営
は
維
持
で
き
ず
、
そ
の

し
わ
寄
せ
が
、
大
規
模
経
営
や
集
落
営
農

組
織
等
の
担
い
手
層
の
経
営
に
集
中
し
て

い
る
。

　

し
か
も
、
政
府
が
米
直
接
支
払
交
付
金

を
半
減
し
、「
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金
」

を
廃
止
し
た
た
め
に
、
生
産
者
に
二
重
、

三
重
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
多
く
の
農
家
や
関
係
者
の
米

価
対
策
を
求
め
る
世
論
に
押
さ
れ
て
融
資

や
コ
ス
ト
削
減
へ
の
助
成
な
ど
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
が
、
米
価
本
体
に
影
響
を
与

え
る
対
策
を
打
ち
出
せ
ず
、
需
給
に
か
か

わ
る
対
策
に
つ
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
民
間
任

せ
に
終
始
し
て
い
る
。

　

今
回
の
米
価
暴
落
は
、
こ
の
ま
ま
何
も

手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
最
も
影
響
を
受
け

る
大
規
模
農
家
を
含
め
離
農
が
雪
崩
を
打

つ
よ
う
に
進
み
、
地
域
農
業
の
維
持
や
農

村
集
落
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
日
本
の
食

料
自
給
率
の
一
層
の
低
下
を
招
く
こ
と
に

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

政
府
が
過
剰
米
の
市
場
隔
離
を
官
民
あ

げ
て
実
施
し
、
米
殻
の
需
給
調
整
に
直
ち

に
乗
り
出
し
、
需
給
と
価
格
の
安
定
に
責

任
を
持
つ
米
政
策
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

米
直
接
支
払
交
付
金
の
半
減
措
置
と
米
価

変
動
補
て
ん
交
付
金
の
廃
止
を
撤
回
し
、

農
家
の
経
営
安
定
対
策
を
図
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
対

し
意
見
書
を
提
出
す
る
。

郵
便
と
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
義
務
を
全
う
で
き
る
株

式
処
分
の
あ
り
方
の
検
討
を
求
め
る
意

見
書 

　
　
　
　
　
　（
賛
成
者
・
多
数
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　
　
　

　

三
谷
幸
一
郎

　
　

　

郵
政
三
事
業
は
、
国
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
。
郵
政
民
営
化
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
郵
政
民
営
化
法
の
中
で
「
株
式

会
社
に
的
確
に
郵
政
事
業
の
経
営
を
行
わ

せ
る
た
め
の
改
革
」
と
の
位
置
づ
け
が
な

さ
れ
て
い
る
。
郵
政
事
業
と
は
、
郵
便
の

み
な
ら
ず
、
貯
金
、
保
険
の
三
事
業
で
あ
り
、

三
事
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の

義
務
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ
と
が
郵
政
民

営
化
の
目
的
で
あ
る
。

　

日
本
郵
政
や
金
融
二
社
の
株
式
処
分
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
郵
政
民
営
化
の
目
的

に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
義
務

を
全
う
で
き
る
株
式
処
分
の
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
金
融
二
社
に

株
式
処
分
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
一
時
期
の
ム
ー
ド
が
先
行
し
処
分

を
進
め
た
も
の
の
結
果
と
し
て
国
民
多
数

に
資
産
の
低
減
を
招
く
よ
う
な
事
態
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
も
す
れ
ば
株
式
上
場
に
よ
っ
て
、
株

主
の
最
大
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
短
期

的
な
利
益
を
求
め
る
事
業
経
営
が
全
面
に

で
て
く
る
。
内
外
の
機
関
投
資
家
や
フ
ァ

ン
ド
が
経
営
の
主
導
権
を
握
る
と
重
大
な

経
営
方
針
の
変
更
や
人
事
権
が
支
配
さ
れ

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
郵
政
事
業
は
、

地
域
・
利
用
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
多
く

の
利
害
関
係
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
を

抱
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
広
く
国
民
が
所

有
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
地
方
公

共
団
体
等
へ
の
第
三
者
割
り
当
て
な
ど
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
金
融
二
社
の
株
式
を
100
％
処
分

し
て
し
ま
う
と
、
金
融
二
社
に
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
義
務
は
な
く
地
方

や
過
疎
地
の
郵
便
局
か
ら
の
撤
退
は
避
け

ら
れ
な
い
。
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩

壊
は
、
郵
便
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

の
崩
壊
に
直
結
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
政
府
に
は
次
の

事
項
に
つ
き
、
速
や
か
に
対
策
を
講
じ
る

よ
う
強
く
求
め
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

等
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１
．
日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
金
融
二
社

の
株
式
処
分
に
お
い
て
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
情
報
公
開
、
説
明
責
任
、
中
期

あ
る
い
は
長
期
的
な
経
営
の
見
通
し
を

示
し
て
い
く
こ
と
。

２
．
日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
金
融
二
社

の
株
式
処
分
に
お
い
て
は
、
外
国
資
本

の
支
配
権
確
立
に
対
し
て
の
防
止
策
＝

外
資
規
制
を
講
じ
る
こ
と
。

３
．
郵
便
と
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
を
守
る
立
場
か
ら
、
金
融
二
社
の

株
式
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
凍
結
あ
る

い
は
制
限
す
る
こ
と
。

陳 

情 

書

（
賛
成
者
・
全
員
）

　

給
水
施
設
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修

に
つ
い
て

　

陳
情
者　

穴
内
二
区
長　

小
笠
原　

秀
秋

　
　
編
　
集
　
後
　
記　

　

３
月
は
保
育
所
の
卒
園
式
、
小
中
学
校
の
卒
業
式
、
企
業
な
ど
の
人
事
異

動
、
転
勤
と
別
離
の
悲
し
み
と
、
新
生
活
へ
の
期
待
が
交
差
す
る
季
節
で
あ

り
ま
す
。

  

広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、
３
月
６
日
に
組
織
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し

い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
広
報
誌
は
、
議
員
を
選
出
し
た
主
権
者

住
民
に
対
す
る
議
会
の
報
告
書
で
あ
り
、
決
し
て
議
員
や
議
会
の
た
め
の
広

報
で
は
な
く
、
住
民
の
た
め
の
情
報
誌
と
し
て
で
き
る
だ
け
解
り
や
す
く

編
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
任
期
初
め
て
の
編
集
で
す
が
、

前
広
報
編
集
特
別
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
同
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

記　

渡
辺　

則
夫

　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

渡
辺　

則
夫

　
　
　

副
委
員
長　

佐
々
木
文
三

　
　
　

委　
　

員　

藤
丸　

髙
德

　
　
　

委　
　

員　

三
谷
幸
一
郎

　
　
　

委　
　

員　

佐
藤　

德
治

【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局
　
　　

電
話　

７
２

－

０
４
５
０ 

ま
で

　３月定例会の一般質問に議会OB会等の皆さま方、多数の傍聴をいただきありがと
うございました。議会の傍聴は議員を選挙した皆さま方の当然の権利であり、本町議
会の活性化の観点から今後においてもよろしくお願いいたします。

議会一般質問

議 会 か ら の お 知 ら せ


